
淀川河川
事務所

京都府 京都市

左岸溢水対策の検討状況（報告）

平成３０年３月

近畿地方整備局 淀川河川事務所

京 都 府 京 都 市

【資料-５】

桂川嵐山地区河川整備検討委員会（第７回）



淀川河川
事務所

京都府 京都市

1

地元意見及び要望（H30.2.19）

・必要な時に現れることで景観が損なわれることがな
い、可動式（可搬式）止水壁の検討を要望
・現状の堤防も景観に溶け込むように再整備が必要
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一の井堰下流の状況

80cm

50cm

歩道と河川の間に、０．５ｍほどのスペースがある
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一の井堰上流の状況

60cm

老朽化したパラペットが一の井堰から船着き場にかけて存在。
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既設パラペットに腰掛ける観光客

60cm程度
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検討にあたっての視点

考え得る可動式・可搬式の特殊堤の事例

施設計画上の制約条件・・・計画高水位
○ 計画高水位は、将来的にその水位以下で洪水を流下させることができるよう設定された水位。
○ したがって、計画高水位以下の範囲は将来的に洪水が流れることが前提。
○ 上記をふまえ、計画高水位以下は、不確実性を排除した止水機能を持つ構造物を計画。

可動式：回転起立式防潮堤 可搬式：畳堤（モバイルレビー）

（平常時）

（出水時）

平常時は地面に
扉体を格納

出水時に扉体を
立ち上げ

（平常時） （出水時）

出水時にパネルを支柱にはめ込み

可動式：垂直起立式防潮堤

平常時は地面に扉体を格納 出水時に扉体を立ち上げ

（平常時） （出水時）

平常時は支柱のみ存置



淀川河川
事務所

京都府 京都市検討にあたっての視点

6

①景観面
・嵐山の景観に配慮し、よりよい景観を可能な限り保全する
・普段は存在せず、洪水時に現れる可動式の止水壁とする
・老朽化したパラペットについても、一体的に再整備する

②観光面
・観光面での嵐山の魅力を高める整備とする

③安全面
・可動化による不確実性を可能な限り排除しつつ、操作に
なるべく労力をかけない構造とする
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歩道
50cm程度

歩道

100cm程度

（平常時）

（出水時）

可動式止水壁の溢水対策（案）

一の井堰下流の歩道横に、計画高水位の高さ（道路から最大で高さ50cm程度）での連続した
可動式の止水壁を設置。
出水時には天端面を立ち上げ、必要な高さを確保。

イメージ
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計画高水位
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参考：平常時の設置イメージ（長良川プロムナード）


